
第788号
昭和39年3月13日第三種郵便物認可第10号（毎月1日発行・定価一部10円会費に含む）
●発行日―令和５年９月１日
●発行所―　一般　

社団法人北海道手をつなぐ育成会
〒060-0002　札幌市中央区
北2条西7丁目かでる2・7（4Ｆ）
電　話　011-251-0855
ＦＡＸ　011-251-0804
Ｅメール　doikusei@air.ocn.ne.jp

●発行人―佐藤春光
印刷所　㈱北海道機関紙印刷所

ホームページ　http://hokkaido-ikuseikai.com手をつなぐ育成会げっぽう９月号 第788号1

　

８
月
６
日
㈰
小
樽
市
民
セ
ン
タ
ー
・
い
な

き
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
標

記
の
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
開
会
式
』
の
冒
頭
、佐
藤
会
長
か
ら
「
昭

和
30
年
、道
育
成
会
が
創
立
し
、そ
の
翌
年
、

こ
こ
小
樽
で
道
内
自
治
体
で
は
初
め
て
と
な

る
地
区
育
成
会
が
立
ち
上
が
っ
た
。
そ
の
後

全
道
大
会
の
開
催
地
を
３
度
務
め
、
平
成
15

年
、
第
48
回
小
樽
大
会
か
ら
数
え
て
20
年
ぶ

り
、本
年
は
４
回
目
と
な
る
当
地
で
の
開
催
。

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
５
類
相
当
に
移

行
し
た
こ
と
か
ら
、
コ
ロ
ナ
明
け
と
も
言
え

る
大
会
と
な
り
、
会
場
参
加
者
を
道
内
全
域

に
広
げ
、集
合
形
式
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
）
を
、

ま
た
、「
思
い
出
観
光
」「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
」

を
復
活
。
そ
う
し
た
実
行
委
員
会
の
英
断
と

奮
闘
に
敬
意
を
表
す
。
同
時
に
ご
支
援
い
た

だ
い
た
北
海
道
後
志
総
合
振
興
局
、小
樽
市
、

関
係
団
体
、
支
援
者
の
皆
様
に
心
か
ら
の
感

謝
を
申
し
上
げ
る
。」
と
大
会
の
意
義
を
強

調
さ
れ
、
関
係
者
に

謝
意
が
表
明
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
ご
来
賓

の
ご
挨
拶
に
続
き

「
北
海
道
善
行
賞
」「
道
育
成
会
会
長
表
彰
」

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
表
彰
者
は
道
育
成
会
Ｈ
Ｐ
に
て
ご
紹
介
中
）

　
『
記
念
講
演
』
は
社

会
福
祉
法
人
「
麦
の
子

会
」
理
事
長
の
「
北
川

聡
子
氏
」で
す
。
本
年
、

広
島
大
学
「
第
31
回
ペ

ス
タ
ロ
ッ
チ
ー
教
育
賞
」
を
受
賞
さ
れ
話
題

と
な
り
ま
し
た
。
過
去
に
は
山
田
洋
次
監
督

や
黒
柳
徹
子
さ
ん
ら
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。

全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
（
全
育
連
）
で
は

「
国
際
委
員
会
」
に
所
属
さ
れ
、月
刊
誌
「
手

を
つ
な
ぐ
」
の
編
集
委
員
も
お
務
め
で
す
。

　

講
演
で
は
、
標
題
に
あ
る
ア
フ
リ
カ
の
こ

と
わ
ざ
を
「
麦
の
子
」
の
療
育
基
本
方
針
と

し
、
障
が
い
が
あ
る
子
も
、
な
い
子
も
か
け

が
い
の
な
い
大
切
な
命
と
捉
え
、
困
り
感
を

抱
え
た
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
尊
厳
の
回

復
、
生
き
る
基
礎
を
支
え
る
た
め
の
家
族
支

援
、
地
域
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
。

40
数
年
前
、
４
人
か
ら
始
ま
っ
た
支
援
活
動

が
現
在
、
５
０
０
名
以
上
の
職
員
を
抱
え
る

事
業
に
発
展
し
、
そ
の
３
分
の
１
が
元
利
用

者
や
そ
の
保
護
者
で
あ
る
と
の
こ
と
。
ニ
ー

ズ
に
基
づ
く
支
援
は
肯
定
的
に
関
わ
る
こ
と

を
重
視
し
つ
つ
、
個
々
の
弱
さ
や
悩
み
を
受

け
止
め
る
安
全
な
場
（
グ
ル
ー
プ
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
、
自
助
グ
ル
ー
プ
）
づ
く
り
の
必
要

性
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
、
今
後
の
育
成
会
活

動
に
も
沢
山
の
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
新

た
に
全
育
連
顧
問

に
就
任
さ
れ
た
久

保
前
会
長
の
『
中

央
情
勢
報
告
』
に

続
き
、『
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
』
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
に
同

事
務
局
長
の
又
村

氏
を
お
招
き
し
、

福
祉
施
設
や
相
談

機
関
、
養
護
学
校

か
ら
シ
ン
ポ
ジ
ス

ト
３
名
に
よ
る
好

事
例
を
中
心
と
し
た
報
告
で
す
。
限
ら
れ
た

時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
質
の
高
い
、
そ
し

て
様
々
に
工
夫
を
さ
れ
た
実
践
は
非
常
に
参

考
と
な
る
内
容
で
し
た
。

　
『
閉
会
式
』
は
次
期
開
催
地
の
函
館
市
よ

り
、
函
館
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
、
相
馬
会
長

の
ご
挨
拶
。
そ
し
て
、
両
大
会
の
決
議
が
満

場
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
、
新
た
な
思
い
を
胸

に
し
、大
会
日
程
の
全
て
を
終
了
し
ま
し
た
。

第
68
回
北
海
道
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
全
道
大
会
小
樽
大
会
・
第
29
回
本
人
大
会

子
ど
も
を
育
て
る
に
は
、村
中
の
大
人
の
知
恵
と
力
と
愛
が
必
要

参
加
者
６
２
５
名
会
場
３
５
７
名
・
オ
ン
ラ
イ
ン
29
ヶ
所
１
１
８
名
・

思
い
出
観
光
97
名
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
53
名

社
会
福
祉
法
人
麦
の
子
会　

理
事
長　

北
川　

聡
子 

氏

記
念
講
演

（迫小樽市長）
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第
29
回
本
人
大
会

《
報
告
》

全
道
の
仲
間
と
交
流
、

全
道
の
仲
間
と
交
流
、

会
場
が
ひ
と
つ
に
！

会
場
が
ひ
と
つ
に
！

　

総
合
司
会
は
小
樽
出
身
「
札
幌
吉
本
」
所
属
の
大

林
宣
裕
さ
ん
、『
開
会
式
』
に
続
き
、午
前
の
部
の『
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
が
案
内
さ
れ
ま
し
た
。
吉
田
さ
ん
・

金
子
さ
ん
・
蛸
星
さ
ん
の
３
名
に
よ
る
司
会
進
行

で
、
大
会
テ
ー
マ
の
『
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、
仲

間
と
共
に
支
え
あ
い
輝
け
る
未
来
を
』
に
沿
っ
て
、

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
３
名
よ
り

そ
れ
ぞ
れ
に
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

　

旭
川
働
く
仲
間
の
会
の
岡

田
さ
ん
は
「
コ
ロ
ナ
で
の
生

活
の
変
化
と
こ
れ
か
ら
の
生

活
」、
名
寄
陽
だ
ま
り
本
人

部
会
の
澤
田
さ
ん
は
「
コ
ロ

ナ
後
に
や
り
た
い
こ
と
と
本

人
部
会
に
つ
い
て
」、
函
館

い
か
す
会
の
四
村
さ
ん
は

「
コ
ロ
ナ
禍
で
起
き
た
人
権

侵
害
に
つ
い
て
」、
そ
れ
ぞ

れ
の
現
状
と
今
後
の
活
動
・

希
望
す
る
事
を
発
表
し
、
会

場
や
オ
ン
ラ
イ
ン
の
方
々
と

質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
関
心
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
本
人
会
の
活
動
内
容

や
、
戻
っ
て
き
た
日
常
生
活

の
事
、
そ
し
て
あ
す
な
ろ

福
祉
会
の
問
題
、
特
に
結

婚
・
子
育
て
に
つ
い
て
は

た
く
さ
ん
の
意
見
が
飛
び

交
い
ま
し
た
。
こ
れ
と
い

っ
た
解
決
策
は
難
し
い
の

で
す
が
「
自
分
の
意
見
が

言
え
る
」「
支
援
者
と
話

を
し
て
自
分
の
思
い
を
伝

え
て
い
く
」
そ
う
し
た
環

境
づ
く
り
が
大
事
な
の
だ

と
、
皆
さ
ん
の
思
い
が
表

れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
時
に
別
会
場
で
は
『
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
』
が
行
わ

れ
、
音
楽
療
法
士
の
近
藤
ひ
と
み
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
に

合
わ
せ
、ハ
ン
ド
ベ
ル
や
太
鼓
な
ど
、参
加
者
は
色
々

な
楽
器
を
思
い
思
い
に
演
奏
し
て
い
ま
し
た
。
近
藤

さ
ん
の
「
楽
器
は
ど
ん
な
ふ
う
に
し
て
も
音
が
出
る

ん
だ
よ
」
と
皆
に
伝
え
て
い
た
の
が
、
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。

　

お
昼
を
挟
み
、
午
後
の
部
の
『
全
道
か
ら
の
ビ
デ

オ
レ
タ
ー
』
で
は
、「
私
の
自
慢
・
誇
り
に
思
っ
て

い
る
事
」
の
テ
ー
マ
に
そ
っ
て
、
全
道
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
ビ
デ
オ
を
視
聴
。
普
段
の
作
業
風
景
・
本
人
会

活
動
の
紹
介
・
自
分
の
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
か
ら
は
ビ
デ
オ
へ
の
質
問

や
感
想
、
思
い
思
い
に
自
由
な
発
言
が
な
さ
れ
、
ビ

デ
オ
レ
タ
ー
の
目
的
で
も
あ
る
「
交
流
」
が
自
然
に

生
ま
れ
ま
し
た
。

　

後
半
は
小
樽
水
族
館
ツ
ア
ー
の
『
思
い
出
観
光
』

か
ら
帰
っ
て
き
た
皆
さ
ん

と
、
音
楽
療
法
『
会
場
の

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
』
が

始
ま
り
、
な
ん
と
ス
パ
イ

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
ロ
イ
ド
と

ア
ー
ニ
ャ
が
登
場
！　

道

内
で
活
動
し
て
い
る
コ
ス

プ
レ
イ
ヤ
ー
の
松
野
∴
瑠る

烏う

さ
ん
・
タ
ジ
マ
ホ
ノ
カ

さ
ん
が
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
で

会
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

続
い
て
音
楽
療
法
を
担

当
い
た
だ
い
た
近
藤
ひ
と

み
さ
ん
が
再
登
場
。
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
曲
「
幸

せ
な
ら
手
を
た
た
こ
う
」
か
ら
、「
３
６
５
日
の
マ

ー
チ
」「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
～
さ
ん
ぽ
」
を
掛
け
合

わ
せ
た
ア
レ
ン
ジ
曲
を
演
奏
。
ま
た
最
後
に
は
舞
台

前
に
用
意
し
た
、鈴
・
タ
ン
バ
リ
ン
・
ジ
ャ
ン
べ
（
太

鼓
）
な
ど
の
楽
器
を
参
加
者
が
手
に
取
り
、
全
員
で

「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」「
ソ
ー
ラ
ン
節
」「
手
の
ひ

ら
を
太
陽
に
」
を
演
奏
。
音
楽
の
力
で
会
場
が
見
事

に
一
体
と
な
っ
た
時
間
で
し
た
。

　
『
閉
会
式
』
本
人
大
会
の
決
議
文
は
会
場
に
来
れ

な
い
方
々
を
含
め
、
道
内
14
の
本
人
会
が
協
力
し
、

各
項
目
を
分
担
、
事
前
撮
影
し
た
ビ
デ
オ
に
よ
る
提

案
で
し
た
。
動
画
終
了
と
同
時
に
満
場
の
拍
手
で
議

決
さ
れ
、
引
き
続
き
仲
間
と
共
に
訴
え
続
け
て
行
く

こ
と
を
誓
い
、
小
樽
大
会
は
盛
会
の
う
ち
に
閉
会
し

ま
し
た
。
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今
後
の
予
定

９
月
４
日
㈪　

事
業
所
協
議
会　

第
２
回
役
員
会

　
　

12
日
㈫　

道
育
成
会　

第
３
回
理
事
会

　
　

28
日
㈭　

小
樽
大
会　

第
５
回
実
行
委
員
会

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、
取
り
組
み
の
中

止
や
動
画
に
よ
る
「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
交
流
」
を
経
て
、
昨
年

秋
、
深
川
市
に
お
い
て
３
年
ぶ
り
と
な
る
現
地
開
催

を
実
施
。
１
３
３
名
も
の
参
加
者
が
地
域
の
自
然
や

深
川
特
産
の
米
を
テ
ー
マ
と
し
た
様
々
な
体
験
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
中
で
も
参
加
者
全
員
に
よ
る
「
ズ
ン

バ
ダ
ン
ス
」「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」
は
大
き
な
感

動
を
呼
び
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
さ
ら
な
る
仲
間
づ
く
り
の
き
っ
か
け
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
、
会
場
を
帯
広
市
に
移
し
、
実
行

委
員
会
（
帯
広
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
）
に
よ
る
準

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
　
時
：
令
和
５
年
10
月
22
日
㈰

　
　
　
　
10
時
10
分（
開
会
式
）～
13
時
50
分（
閉
会
式
）

会
　
場
：
帯
広
市
グ
リ
ー
プ
ラ
ザ

テ
ー
マ
：「
帯
広
を
楽
し
も
う
！
」

体
験
コ
ー
ス

　
①
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
運
動

　
②
ア
ー
ト
作
品
制
作

　
③
十
勝
観
光
（
ば
ん
え
い
競
馬
場
見
学
）

参
加
費
：
１
，
０
０
０
円

　
　
　
　
当
日
会
場
に
て
徴
収
し
ま
す
。

＊�

道
育
成
会
Ｈ
Ｐ
に
開
催
要
綱
、
申
し
込
み
用
紙
Ｕ
Ｐ
中

第
17
回
　
本
人
の
会
全
道
交
流
会in

帯
広

ひ
ろ
げ
よ
う
み
ん
な
の

ひ
ろ
げ
よ
う
み
ん
な
の

わわ

「親なきあとの不安」会員の声受け議論、この夏完成！

親と子が入れる親と子が入れる「「合同墓合同墓」」
　７月23日㈰札幌市手をつなぐ育成会が建立し
た合同墓「共に」の完成披露会及び、奈須野元

　当会では平成23年度に「親は子どもに何を残せるか」という勉強会を開催、これをきっかけに学習
会を重ねる中で、平成27年秋頃、理事会において「会員及び、その家族である知的障がい者の慰霊及
び、葬送等の支援に関する事業」という合同墓の建立計画がスタートしました。29年、事業を中心に
なって進められていた奈須野会長がご病気のため急逝されるという悲しい出来事がありました。
　翌年、平成30年度通常総会において、永代管理料が一括して納入できることが決め手となり、建立
場所は真駒内滝野霊園に、というさらに具体化された新事業が承認されました。
　当時、２回に及ぶ会員へのアンケート調査では、希望する会員が少数であり、様々なご意見があり
ました。しかし、「親なきあとの不安」は、どの会員も強く感じています。慎重で粘り強い議論の結果、
当初、建立には育成会の基金を充てることも検討されていましたが、結局、諸費用については希望す
る会員の負担にするなど、霊園側との調整も含めて８年という歳月を要しました。

会長の納骨式が執り行われました。夏空の下、会場である５万基
のお墓が並ぶ「真駒内滝野霊園」には、ご来賓として札幌市保健
福祉局障がい保健福祉部長、成澤元宏様をはじめ、70名もの会員
が参列し、式を見守りました。
　すでに北海道新聞や、ＴＶＨなどの報道機関で、当日の様子や、完成に至る経過などが報道されて
いますが、改めて、札幌手をつなぐ育成会（道手をつなぐ育成会副会長）の長江会長にお話を伺いま
した。

　希望されていた方々をお待たせする形になりましたが、議論を尽く
し、多くの会員の納得、そして理解と協力をいただくことができ、心
から感謝申し上げます。
　今後、会員の思いの詰まった、育成会合同墓「共に」を安定して運
営していくため、育成会活動により一層、邁進していく所存です。ま
た、皆様には、これからも育成会を支えていただきますようお願い申
し上げます。� （長江　睦子）



北海道手をつなぐ育成会
� 事業所協議会

障がい者の願いを実現することが事業所協議会の

目的です。私たちは、『経営』と『志』の統一を

目指しています。体力のある事業所も体力のない

事業所も助け合います。あなたの事業所の入会を

待っています。�

特定非営利活動法人 余市はまなす
就労継続支援Ｂ型事業所

〒046-0025北海道余市郡余市町富沢町11丁目32-2
電話（0135）22-5242　FAX（0135）48-6030
Ｅメール　bz642719@bz01.plala.or.jp

★主な作業
☆�段ボール箱折り、のり貼り
☆�りんごパイ等の菓子製造
☆果物加工
　（ジャム製造）
☆�塩蔵品（梅漬等）製造
☆�貸布団のクリーニング
☆農作業
☆廃油石鹸製造

はまなすの特徴 自分の事は自分で決める！ 伝える！
やってみる！�楽しく、自分らしいを目標に！

手をつなぐ育成会げっぽう９月号 第788号 4


